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＜回答＞

［問１］
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｃ２～Ｃ２０のオレフィンから構成される群より選択される少なくとも一種のオレフィ
ンを含むオレフィン原料を供給するステップと、
　前記オレフィン原料の少なくとも一部を、第一のオリゴマー化触媒の存在下でオリゴマ
ー化して、少なくとも一種のオレフィンのオリゴマーを含む第一のオリゴマー化生成物を
生成するステップと、
　第一のオリゴマー化生成物の少なくとも一部を、第二のオリゴマー化触媒の存在下でオ
リゴマー化に供して、第二のオリゴマー化生成物を製造するステップと、
を含む方法。
【請求項２】
　第二のオリゴマー化生成物の少なくとも一部を水素化して、水素化生成物を製造するス
テップを更に含み、水素化生成物の平均飽和度が、第二のオリゴマー化生成物の平均飽和
度よりも大きい、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記水素化生成物が、主として、ガソリンの沸点範囲、ナフサの沸点範囲、灯油の沸点
範囲及び軽油の沸点範囲から構成される群より選択される沸点範囲において沸騰する炭化
水素を含む、請求項２記載の方法。

［問２］
　ＰＥＣポリオールを生成するために用いる代わりに、従来の多金属シアン化合物は、ポ
リエーテルポリオールを生成するアルキレンオキシドの単独重合に対してより好適である
ことが知られている。多金属シアン化合物は、カチオン性触媒中心及びアニオン性骨格に
より規定される規則的な構造を有する。アニオン性骨格は、カチオン性触媒中心の近くに
空間的に配置され、これらの多金属シアン化合物のカチオン性触媒中心は、理想的には、
ポリエーテルポリオールを生成するアルキレンオキシドの単独重合を促進するように配置
される。この理想的な空間配置により、従来の多金属シアン化合物は、本質的にアルキレ
ンオキシドの単独重合に対しては活性が高過ぎ、それ故、ＰＥＣポリオールにおける生長
カルボナート鎖末端は、ＣＯ２よりもむしろアルキレンオキシドとの重合に偏ることが考
えられる。
　上述したこれらの制約を含む、ＰＥＣポリオールを生成するために用いる際の、従来の
多金属シアン化合物に伴う制約に鑑みて、これらの多金属シアン化合物を、当該化合物が
ＰＥＣポリオールの生成に用いることにより好適となるように、修飾する機会が残されて
いる。（本質的に理想的な空間配置を有する、従来の多金属シアン化合物の使用を回避す
る機会もまた残されている。）

［問３］
　開示される光電池デバイスの別な実施形態において、溶解性基Ｒ１及びＲ２は、水又は
水と混和性の溶媒に対しては、－ＣＯＯＨ、－ＳＯ３Ｈ、及び－Ｈ２ＰＯ３からなる一覧
より独立に選択され、有機溶媒に対しては、直鎖及び分岐状の（Ｃ１～Ｃ３５）アルキ
ル、（Ｃ２～Ｃ３５）アルケニル、及び（Ｃ２～Ｃ３５）アルキニル、置換されたアルキ
ル、置換されたアリール、並びにそれらの任意の組み合わせからなる一覧より独立に選択
され、これらの基は、中心部分（cores）Ｃｏｒ１及びＣｏｒ２に直接又は、アリール、
－（ＣＯ）－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ－、－（ＳＯ２）ＮＨ－、－Ｏ－、－
ＣＨ２Ｏ－、－ＮＨ－、＞Ｎ－、及びこれらの任意の組み合わせからなる一覧より選択さ
れるスペーサーを介して結合される。開示される光電池デバイスの更に別な実施形態にお
いて、少なくとも一種の架橋基Ｂが、ｐ－フェニレン（ＰｈＰ）オリゴマー（但し、ｐは

ページ(1)



17IPC009up.txt
１、２、３、４、又は５である。）、２，７－オリゴフルオレン（Ｆｌｓ）オリゴマー（
但し、ｓは１、２、３又は４である。）、及びアルキレン基－（ＣＨ２）ｊ－（但し、ｊ
は１、２、３又は４である。）からなる一覧より選択される。開示される光電池デバイス
の更に別な実施形態において、少なくとも一種の多環の中心部分Ｃｏｒ１及びＣｏｒ２
が、窒素、酸素、イオウ、及びこれらの任意の組み合わせからなる一覧より選択されるヘ
テロ原子を含む。

［問４］
　ＪＥＦＦＡＭＩＮＥ（商標）Ｄ－２０００（１００重量部）及びジエチルトルエンジア
ミン（２０重量部、ＭｏｂａｙのＢＡＹＴＥＣ（商標））を予備混合し、
Ａｃｃｕｒａｔｉｏ　ＶＲ－１００　ＲＩＭ装置のＢ成分作業槽に充填した。
ＩＳＯＮＡＴＥ　１４３ＬをＡ成分作業槽に充填した。Ａ成分の温度を８５°Ｆに、Ｂ成
分の温度を１２０°Ｆに調整した。９０ポンド／分の合計の原料処理量及び
２，０００ｐｓｉの射出圧量において、Ａ／Ｂ重量比を０．３９に調節した。Ａ、Ｂ成分
を、約１７０°Ｆに予備加熱された、１８インチ×１８インチ×１／８インチの鋼鉄製金
型中に射出した。一部を２５０°Ｆにおいて１時間後硬化させ、その他は後硬化を行わな
かった。金型から外す際に、試料、特に薄いバリが多少脆かったが、室温に放置すること
によって靭性が大きくなった。
　その後、上記のＢ成分にＦＯＭＲＥＺ（商標）ＵＬ－２８スズ触媒（０．５重量部）を
添加し、上記の条件において更に板状物を調製した。金型から外す際に、これらの板状
物、特にバリは、スズ触媒を用いない場合よりも著しく靭性が大きくなった。

以上
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